
        
 

・
田
邉
治
光
・
泰
子
様
（
横
浜
市
） 

 
 
 
 

小
鏧
子
（
し
ょ
う
け
い
す
） 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

 

   

 

・
田
邉
紀
一
様
（
瀬
木
） 

 
 
 
 

椅
子
十
脚 

 
 
 
 

水
汲
み
場
修
復
工
事 

 
 
 
 

 

 
 

 

       

・
渡
辺
平
様
（
牧
丘
町
） 

 
 
 
 

本
堂
音
響
器
具
一
式 

     

 
 

・
矢
崎
造
園
様
（
上
小
田
原
） 

 
 
 
 

ヤ
マ
ボ
ウ
シ
・
モ
ミ
ジ 

  
 

・
雨
宮
茂
富
様
（
牧
丘
町
） 

 
 
 
 

恵
比
寿
像 

 
 

 

       

● 

最
乗
寺 

神
金
郷
土
研
究
会
研
修
旅
行
に
同
伴
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
最
乗
寺
を
拝
観
し
て
参
り

ま
し
た
。
修
行
中
の 

先
輩
、
小
泉
智
廣
師 

の
説
明
を
う
け
て
進 

む
拝
観
は
と
て
も
楽 

し
く
、
好
評
で
し
た
。 

写
真
は
本
堂
に
て 

小
泉
師
か
ら
説
明
を 

受
け
て
い
る
所
で
す
。 

● 

總
持
寺 

總
持
寺
二
祖
峨
山
韶
碩
禅
師
六
五
〇
回

大
遠
忌
を
翌
年
に
控
え
、總
持
寺
に
て
予
修

法
要
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

総
代
長
田
邉
民
男
氏
と
共
に
法
要
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

休
憩
時
間
に
は
総
代
長
と
共
に
当
山
二

十
世
菊
島
奕
仙
大
和
尚
の
御
位
牌
を
お
参

り
し
ま
し
た
。 

   

今
年
も
お
釈
迦
様
の
誕
生
日
、
四
月
八
日

の
花
祭
り
に
あ
わ
せ
て
雲
龍
カ
フ
ェ
を
行
い

ま
し
た
。
当
日
は
約
二
十
名
の
方
々
が
足
を

お
運
び
下
さ
い
ま
し
た
。 

 

季
節
の
花
で
飾
ら
れ
た
花
御
堂
に
祀
ら

れ
た
お
釈
迦
様
の
誕
生
仏
に
甘
茶
を
か
け
、

お
参
り
し
た
後
、
お
茶
を
傍
ら
に
午
後
の
ひ

と
と
き
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

          

  

① 

お
棚
経 

・
十
三
日
午
後 

瀬
木
・
上
原
・
巾 

 
 
 
 
 

踊
石
下
の
一
部 

・
十
四
日 

新
盆
の
ご
家
庭
・
大
藤 

 
 
 
 
 

上
条
・
塩
山
の
一
部
地
域 

・
十
五
日 

岩
波
・
上
切
・
二
子
山
・ 

 
 
 
 
 

上
小
田
原
・
下
小
田
原
・ 

 
 
 
 
 

踊
石
上
、
中
、
下 

ま
た
右
記
の
地
域
以
外
へ
は
八
月
に 

お
棚
経
へ
伺
う
予
定
で
す
。 

八
月
十
一
、
十
二
日
県
外
檀
家
様 

八
月
十
三
日 

市
内
・
県
内
檀
家
様 

八
月
十
四
、
十
五
日 

予
備
日 

 ② 

寺
参
り 

七
月
十
六
日 

 

午
前
十
時
・
午
後
三
時 

※
御
都
合
に
合
わ
せ
て
御
来
山
下
さ
い
。 

 

③ 

精
霊
棚
に
お
供
え
し
た
牛
や
馬
、
供
物

を
川
へ
流
す
事
は
河
川
の
汚
染
に
つ
な

が
り
ま
す
。
鐘
楼
南
側
の
駐
車
場
の
一

角
に
置
き
場
を
作
り
ま
す
の
で
、
そ
の

中
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

※
置
き
場
へ
は
右
記
以
外
の
腐
ら
な
い
物 

（
ビ
ニ
ー
ル
等
）
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 
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現
在
、
晋
山
式
法
要
へ
の
参
加
予
定
者
は

約
二
百
名
・
お
稚
児
行
列
参
加
予
定
者
は
約

五
十
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

た
く
さ
ん
の
方
に
参
列
し
て
い
た
だ
け

る
と
聞
き
、
委
員
会
一
同
喜
ん
で
い
ま
す
。 

晋
山
式
当
日
、
本
堂
内
は
座
れ
る
人
数
が

限
ら
ま
す
の
で
、
参
加
予
定
さ
れ
て
い
る
方

を
収
容
で
き
る
よ
う
、
本
堂
前
に
特
設
テ
ン

ト
を
設
営
す
る
予
定
で
す
。 

  

   

法
幢
院
の
駐
車
場
は
、
僧
侶
の
方
の
駐
車

場
と
な
り
一
般
の
方
は
、
使
え
な
い
の
で
以

下
の
よ
う
に
駐
車
場
を
配
置
い
た
し
ま
し

た
。 県

内
・
県
外
の
檀
家
様
は
神
金
共
選
所
の

駐
車
場
へ
車
を
御
停
め
下
さ
い
。（
同
封
の

駐
車
券
を
車
内
の
デ
ッ
キ
な
ど
な
る
べ
く

見
て
分
か
る
と
こ
ろ
へ
置
い
て
下
さ
い
。） 

 

ま
た
、
地
域
の
檀
家
様
は
後
日
、
各
総

代
よ
り
駐
車
場
所
を
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が 

 
 
 
 
 
 
 

お
許
し
下
さ
い
。 

 
 

  
 

 

第
二
回
実
行
委
員
会
を
六
月
七
日
に
開

催
。
各
係
担
当
の
役
員
を
決
定
し
、
協
議
に

移
り
ま
し
た
。 

当
日
ま
で
の
準
備
概
要 

◎
受
付
係 

 
 
 
 

式
参
加
人
数
の
確
認 

 
 
 
 

記
念
品
の
準
備 

 
 

◎
駐
車
場
係 

 
 
 
 

駐
車
場
の
振
り
分
け 

 
 

◎
接
待
係 

 
 
 
 

寺
院
・
檀
信
徒
接
待
内
容
確
認 

 
 

◎
会
場
係 

 
 
 
 

座
席
の
配
置
と
テ
ン
ト
の
設
営 

 
 
 
 

環
境
整
備 

 
 
 
 

祝
宴
会
場
の
検
討 

 
 
 

 

 
 

◎
稚
児
係 

 
 
 
 

稚
児
の
人
数
確
認 

 
 

◎
行
列
係 

 
 
 
 

行
列
時
の
担
当
確
認 

 
 
 
 

花
火
業
者
と
の
打
ち
合
わ
せ 

 
 
 
 

安
下
処
準
備 

以
上
の
よ
う
に
各
係
の
役
割
を
決
め
、更
に 

晋
山
式
ま
で
準
備
を
ど
う
進
め
る
か
に
つ

い
て
も
検
討
を
加
え
て
い
ま
す
。 

    

子
ど
も
さ
ん
の
数
が
少
な
い
の
で
、当
初 

希
望
し
た
人
数
は
、集
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
多
く
の
皆
様
に
応
募

を
し
て
い
た
だ
き
、既
に
五
十
名
を
超
え
て

お
り
ま
す
。 

 

稚
児
行
列
は
、
華
や
か
に
装
い
、
仏
様
と

の
御
縁
を
い
た
だ
く
行
事
で
す
。参
加
す
る

事
に
よ
っ
て
、仏
様
の
お
慈
悲
を
い
た
だ
き
、

お
子
様
・
お
孫
様
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う

幼
い
日
の
良
い
思
い
出
と
な
る
で
し
ょ
う
。 

 

当
日
の
参
集
時
刻
は
早
い
で
す
が
、ぜ
ひ 

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

          

本
堂
を
は
じ
め
百
畳
を
超
え
る
畳
替
え

を
予
定
し
て
お
り
、晋
山
式
に
間
に
合
う
よ

う
畳
替
え
を
始
め
て
お
り
ま
す
。 

 

新
畳
で
晋
山
式
を
挙
行
で
き
る
こ
と
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

             

晋
山
式
実
行
委
員
会
を
数
回
開
催
し
て 

各
係
が
受
け
持
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
準
備
が
順

調
に
進
行
す
る
よ
う
、
調
整
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
ま
す
。最
終
的
な
調
整
を
十
月
十
二

日
と
決
め
て
お
り
ま
す
。 

  

 

十
月
十
二
日
（
日
）
に
晋
山
式
に
向
け
て

大
掃
除
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。 

 

時
間
は
午
前
八
時
半
～
十
二
時
く
ら
い

を
予
定
。 

 

ぜ
ひ
、ご
協
力
の
程
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

内
容
：
本
堂
内
・
墓
地
・
境
内
の
清
掃 

持
物
：
雑
巾
・
軍
手
な
ど 

 

晋
山
式
特
集
号 

二
百
名
を
超
え
る
方
が
参
加
予
定 

今
後
の
予
定 

畳
替
え
を
開
始 

晋
山
式
実
行
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

駐
車
場
の
配
置 

実
行
委
員
会
各
係
決
定 

お
稚
児
さ
ん
大
勢
参
加 

 

法
幢
院
全
山
の
一
斉
清
掃 

全
山 

本堂西側より、作業が進んで 

おります。 

身延町・常幸院様の稚

児行列 


